

































































































































































































































































































Revista Redbioética/UNESCO, Año 5, 1（9）, http://www.unesco.org.uy/shs/red-bioetica/
fileadmin/shs/redbioetica/Revista_9/Art9-tenHave-A5V1N9-2014.pdf（2018/8/31アクセス）.
Johnston,D.（2011）ABriefHistoryof Justice（＝2014押村高他訳『正義はどう論じられてき
たか』みすず書房）．
Malina,Rohrbaugh（1993）Social-ScienceCommentaryontheSynopticGospels（＝2001大貫
隆他訳『共観福音書の社会科学的注解』新教出版社）．
1『内村鑑三全集』編纂をしていた鈴木は、作家の森敦が内村鑑三の『後世への最大遺物』を愛読
していたことを知り、同全集の月報への執筆依頼をした。そして森から送られてきた原稿が「人
間の生涯」である。
2たとえば、「権力あるものは寡婦や孤児を圧迫してはならない」と規定したシュメル都市国家
における碑文が最古の文献資料（紀元前2350年頃）として残っている。
3たとえば、ハムラビ法典（紀元前1750年頃）においても、法典の後書きで王は自らを寡婦と
孤児を護る者と誇っている（月本2002：p.175）。
4たとえば、マタイによる福音書19章 23節、24節では以下のように書かれている「イエスは弟
子たちに言われた。「はっきり言っておく。金持ちが天の国に入るのは難しい。重ねて言うが、
金持ちが神の国に入るよりも、らくだが針の穴を通る方がまだ易しい。」
5これは、根拠（なぜ）を外部に求めるのではなく、当事者自身が発見するものとしてとらえる
対話法（「メタ・ファシリテーション」）につながる（空閑2017）。
617の目標は以下の通りである。目標1：あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ、
目標2：飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに、持続可
能な農業を推進する、目標3：あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を
推進する、目標4：すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会
を促進する、目標5：ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメントを
図る、目標6：すべての人々に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理を確保する、目標7：
すべての人々に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的なエネルギーへのアクセスを確保す
る、目標8：すべての人々のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生産的な完全雇
用およびディーセント・ワークを推進する、目標9：レジリエントなインフラを整備し、包摂
的で持続可能な産業化を推進するとともに、イノベーションの拡大を図る、目標10：国内お
よび国家間の不平等を是正する、目標11：都市と人間の居住地を包摂的、安全、レジリエン
トかつ持続可能にする、目標12：持続可能な消費と生産のパターンを確保する、目標13：気
候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る、目標14：海洋と海洋資源を持続可能
な開発に向けて保全し、持続可能な形で利用する、目標15：陸上生態系の保護、回復および
持続可能な利用の推進、森林の持続可能な管理、砂漠化への対処、土地劣化の阻止および逆転、
ならびに生物多様性損失の阻止を図る、目標16：持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社
会を推進し、すべての人々に司法へのアクセスを提供するとともに、あらゆるレベルにおいて
効果的で責任ある包摂的な制度を構築する、目標17：持続可能な開発に向けて実施手段を強
化し、グローバル・パートナーシップを活性化する（国際連合広報センター 2015）。
7極度の貧困状態で生活する人々の数は1990年から2015年の間に半数以下なったものの、未だ
に8億3,600万人の人が極度の貧困状態でにある。
8たとえば、五つのパンと二匹の魚が5,000人の群衆に行き渡り、なお余ったというイエスの「奇
跡」物語（ルカのよる福音書9章12節-17節）はその象徴的な例といえるだろう。
9具体的には、「神」や「三位一体」、「贖罪」などキリスト教独自の語彙を使わずにそのメッセー
ジを考えるということを意味する。
